
令和６年度補正初回採択回静岡県小山町申請者

79,992千円
（79,992千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7年度事業計画期間

観光分野事業分野インフラ
整備✓拠点整

備事業
ソフト
事業経費の類型

・「道の駅ふじおやま」及び「農村活性化センター」が「ここでしか買えない逸品」を備えた道の駅として、富士山周辺
来訪者の定番の立ち寄り場所にステップアップさせるために必要な機能強化、魅力度向上に資する整備を行う。
・商品を周辺観光施設でのケータリングやお土産品として提供するとともに、新たに設置するデジタルサイネージで施
設をＰＲすることで地域全体の観光消費額の増加を図る。

目的（効果）

「道の駅ふじおやま」を増築し、製造工程を視覚、嗅覚で体
験できる「見せるベーカリー」の機能を強化する。デジタルサ
イネージやデジタルオーダーシステムを導入し、動画による情
報発信や効率的な受発注による売上向上を図る。
「農村活性化センター」のベーカリー部門を惣菜製造部門に
おける弁当詰め・梱包作業室とし、生産能力を強化する。
・道の駅ベーカリー整備費 ： 76,725千円
・農村活性化センター改修費： 1,573千円
・デジタルサイネージ等設置費： 1,694千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

関連URL

2030年度目標値
①観光交流客数（＋180万人)
②道の駅の利用者数（＋36,000人）
③道の駅の物販売上額（＋28,800千円）
④農村枷しかセンターの物販売上額(＋5,000千円)
⑤道の駅の雇用者数（＋8人）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累
計」の目標値

事業概要【道の駅ふじおやま「ベーカリー」整備事業】


